
社会福祉法人会津療育会の理念、施設運営の指針、令和5年度短期事業計画に基づき、取り
組むべき目標を実現すべく、アガッセ事業推進委員会を中心に各委員会、係、各部署が一体
となり、事業を推進してまいりました。

新型コロナウィルスが5類に変更され、社会的にはそれまでの行動制限などがなくなったも
のの、当法人としては感染状況を見ながら、徐々に対策の見直しを進めることとし、感染対
策の徹底をしながら、各種行動制限等については状況を見ながら対応してまいりました。し
かし、令和6年1月3日、入所利用者様1名の発症から始まり、最終発症1月15日までに43名(入
所者25名、職員18名)が感染するクラスターが発生しました。幸いなことに、利用者の皆様の
症状は重症化することはありませんでしたが、これを機会に感染対策マニュアルについて見
直しを進めるなど、感染症対策に努めてまいりました。

短期入所事業については、利用居室が入所棟と同じ空間であることから、感染対策におい
て慎重に対応をしてまいりました。また、通所生活介護事業においては、特に制限をするこ
となく、ほぼ通常の営業を行っておりましたが、グループホームに居住する利用者について
はグループホーム内での感染症の発生などにより、複数名お休みになることがあり、在宅支
援における利用率の拡大は思うように成果を上げることが難しい状況でした。そのような状
況ではありましたが、相談支援事業所との連携により短期入所も含め新規利用者の確保に努
めてまいりました。

施設入所支援においては、外部との接触を制限するなど感染症対策を継続してまいりまし
たが、感染状況を見ながら対面面会や施設外出、コンビニ外出などを行い、外出活動を進め
ることができました。また、行事や日中活動においては、少しづつ、ボランティアの導入を
進めながら、職員の創意工夫により少しでも入居者の楽しみを増やし、また、ストレスが解
消できるように努めてまいりました。

在宅支援でもある短期入所事業については、利用中の外部生活介護の利用を控えていた

だくなど、一部で制限をお願いしての利用となりました。通所生活介護事業においては、

ほぼ通常の営業を行ってまいりましたが、一部グループホームでの感染もあり、利用者の

拡大には至りませんでした。そのような状況ではありましたが、生活介護事業における日

中活動は利用者参加企画行事や、様々なスポーツイベントにちなんだレクリエーションを

取り入れるなど、工夫を凝らした活動の提供に努めてまいりました。

相談支援事業については、基幹相談の業務として事例検討会の開催や事業所訪問による

人材育成、一人一人を支えるための地域のネットワーク構築、そのために必要な他機関、

他職種との連携強化に努めました。ケアマネジメントの基礎、地域移行支援、高齢分野と

の連携をテーマとした研修を実施しました。計画相談事業については経営の安定を目標

に、効率的、計画的な業務遂行に努め、年間を通して安定的な支援の提供ができました。

引き続き感染症や災害時等の緊急事態に備え、各支援対象者のクライシスプランや避難計

画の策定を意識的に取り組んでまいりました。

事業継続計画について職員研修を開催し周知徹底を図り、感染症対策について定期会議
を行い感染状況等を踏まえた対策を講じてきました。機械浴(寝槽浴)の入替工事を行い、
安全な入浴環境を整備することができました。記録の電子化について協議を進めてまいり
ました。地域貢献事業の推進については連携する他の法人との協議が進まず思うような進
捗を得られませんでしたが、他団体の協力を得て、児童画展の展示の一般公開を行いまし
た。

2.在宅支援サービス事業の強化

3.入所者の生活圏の拡大と生活の質の向上

施設入所事業については、感染対策の緩和を徐々に行い状況を見ながら、施設外出や個
人外出等の外出活動、ボランティアの一部導入を進めてまいりました。利用者のストレス
の軽減を図ることができたと思われます。また、利用者の高齢化重度化が進み、医療面の
リスクが高まっている状況に対して、急変時の対応研修を実施するなど健康保持を目指し
てまいりました。

Ⅰ 令和5年度 事業報告

1.法人組織の安定した運営と地域貢献事業の推進


